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論文審査の要旨 

 

本研究では、80 歳以上の超高齢者膵癌患者における手術および化学療法の治療成績を

後方視的に評価超高齢者膵癌における膵切除の意義について検討した。膵癌治療を行っ

た 80 歳以上 46 例（膵切除 26 例, 化学療法 20 例）を、80 歳未満患者 647 例（膵切除 314

例, 化学療法 333 例）とを比較検討した。高齢者における膵切除後の重症合併症は 2 例

のみで、術死は認めなかった。膵切除後の予後は高齢者が若齢者より有意に不良だった。

また高齢者において膵切除例と化学療法施行例で予後に差を認めず、若齢者の化学療法

例と同程度だった。高齢者全例での予後因子多変量解析では BMI と遠隔転移が独立した

予後因子だったが膵切除は予後因子ではなかった。高齢者膵切除例での予後因子多変量

解析では遠隔転移と術後補助療法完遂が独立した予後因子で、補助療法完遂例の予後は

比較的良好だった。以上から、80 歳以上の超高齢者膵癌において、膵切除は安全に施行

可能であるものの、化学療法より明らかな予後改善効果は示されず症例選択や支持療法

の必要性が示唆された。本論文は最新の膵癌診療ガイドラインに引用されている。 

 公聴会では、研究対象の選択バイアス、補助療法非完遂の理由、周術期リハビリテー

ションの重要性、手術例における遠隔転移の内容、術前治療の是非、予後改善に向けて

の具体的対策等について質問がなされ、いずれも深い洞察のもと適切な回答がなされた。

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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